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森永卓郎 著

農文協　1540 円（税込）

多
様
な「
小
さ
な
農
業
」が
ひ
ら
く

 「
農
業
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

評
＝
北
沢
俊
春
（
元
東
京
都
農
業
会
議
事
務
局
長
）

　
台
所
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
一
気
に
読

み
切
っ
た
。
楽
し
い
本
だ
。「
マ
イ
ク

ロ
農
業
」
と
は
、
大
都
市
近
郊
の
緑
豊

か
な
ト
カ
イ
ナ
カ
に
住
ん
で
、「
本
格

的
な
農
業
に
は
お
よ
び
も
つ
か
な
い
け

れ
ど
、
家
庭
菜
園
よ
り
は
〝
ち
ょ
っ
と

だ
け
〟
本
格
的
な
農
業
」
を
実
践
す
る

こ
と
。
著
者
の
森
永
氏
は
著
名
な
経
済

ア
ナ
リ
ス
ト
。
そ
の
視
点
か
ら
、
日
本

農
業
の
自
給
率
低
下
や
行
き
す
ぎ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
と
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

食
料
供
給
の
脆
弱
さ
を
憂
え
、
マ
イ
ク

ロ
農
業
が
食
料
問
題
解
決
の
カ
ギ
に
な

る
と
提
起
す
る
。「
そ
う
だ
！　
そ
の

と
お
り
!!
」
と
う
な
ず
き
共
感
す
る
。

　
私
は
「
自
分
で
つ
く
っ
て
、
自
分
で

食
べ
た
い
」〝
自
作
自
食
〟
を
モ
ッ
ト

ー
に
４
坪
の
市
民
農
園
を
借
り
て
い
た
。

歩
く
場
所
が
最
小
で
作
付
け
が
最
大
に

な
る
ウ
ネ
立
て
が
工
夫
の
し
ど
こ
ろ
。

農
園
は
利
用
ル
ー
ル
の
中
で
自
由
に
絵

を
描
け
る
キ
ャ
ン
バ
ス
な
の
で
あ
る
。

　
最
近
は
、
就
農
や
農
業
法
人
へ
の
就

職
、
援
農
、
田
舎
暮
ら
し
な
ど
で
農

業
・
農
村
と
関
わ
り
た
い
と
い
う
農
家

以
外
の
方
か
ら
の
相
談
が
多
く
な
っ
た
。

本
格
的
に
農
業
に
参
入
し
よ
う
と
す
る

と
き
、
農
地
の
取
得
や
貸
借
が
課
題
と

な
る
が
、
森
永
氏
は
農
地
法
が
農
業
参

入
に
排
他
的
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、

農
地
法
、
と
り
わ
け
そ
の
第
３
条
が
、

農
地
を
み
だ
り
に
転
用
す
る
こ
と
や
、

外
国
資
本
に
よ
る
農
地
取
得
を
防
い
で

き
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
も
（
本
書
も
ふ
れ
て
い
る
が
）

農
地
に
か
か
わ
る
法
律
や
制
度
は
、
こ

こ
20
年
で
農
業
参
入
を
促
進
す
る
方
向

に
改
め
ら
れ
た
。
２
０
０
２
年
の
構
造

改
革
特
区
制
度
に
よ
る
一
般
法
人
の
農

業
参
入
認
可
、
09
年
の
農
地
法
改
正
、

18
年
の
生
産
緑
地
内
農
地
に
対
す
る
都

市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
の
創
設
（
詳
細

は
拙
著
『
こ
れ
で
守
れ
る
都
市
農
業
・

農
地
』
農
文
協
参
照
）、
20
年
の
市
街

化
区
域
以
外
の
農
地
に
対
す
る
農
地
中

間
管
理
事
業
法
の
改
正
な
ど
、
農
地
取

得
や
貸
借
が
し
や
す
く
な
っ
た
。

　
市
民
農
園
や
、
東
京
都
の
自
治
体
な

ど
が
始
め
た
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

っ
た
、
手
軽
な
農
業
へ
の
関
わ
り
方
も

あ
る
。
こ
れ
ら
と
「
マ
イ
ク
ロ
農
業
」

を
通
し
て
「
土
を
耕
し
種
を
蒔
く
こ

と
」
を
多
く
の
市
民
が
実
践
し
、「
農

業
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
わ
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

『森永卓郎の「マイクロ農業」のすすめ』


